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石川県内で採取されたPM2.5中の
多環芳香族炭化水素類の濃度変動について
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　PM2.5中の多環芳香族炭化水素類（PAHs）の実態を把握するため，2015年から2018年にかけて

6-7 月，11-12月，3月の 3期に，石川県内の 3地点（西二又，輪島局，松任局）においてPM2.5試

料を採取し，11種類のPAHsを定量した。いずれの調査地点においても，PAHs濃度は 3月に最も高

く，次いで11-12月が高く，6-7月が最も低かった。一方で，PM2.5の質量濃度は 3月及び 6-7 月に

高く，11-12月に最低となっており，両者の連動性は一致しなかった。バックグラウンド地点である

西二又におけるPM2.5中のPAHs濃度を，総粉じん中のPAHs濃度と比較して得られたPAHsの微小

粒子（PM2.5）への偏在率は，暖候期で約70%，寒候期で約80%であった。大気中濃度の低いDBahA

とBaPの 2 物質が、総毒性等量に占める寄与が高く、両物質で全体の73～86%を占めていた。
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